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液型が常に正しく判定されている。従って，著者
の超ミクロ血液型検査法によれば，従来のミクロ法の
場合のように，少数ではあるが，血液型がO型であ
るかのような判定成績が現われることは，全くない
のである。こうした事実，即ち，著者の超ミクロ検
査法と従来のミクロ検査法との間の成績の違いについ
ては，考察の項において改めて吟味検討をする積り
である。
上記した著者の実験においては，その検査成
績の冒頭にも述べておいたように，かなり古い
被検試料も実験に供され，最も古いものは約
10年を経過したものとなっている。
被検試料の古さの如何については，審わしく記載す
ることを省略しておいたが，それは2～3年のもの
が過半を占めており，約殆のものが約10年を経過
したものになっている。
ところで，その実験成績においては，上記し
ると，いうことができる。
以上の各血液型の試料についての検査成績か
らも判るように，著者の毛髪の超ミクロ血液型
検査法によれば，被検試料の型の如何に拘わら
ず，常に正しい血液型を判定できることが，
ここに明かに立証されたのである。
以上のように，本篇の研究においては,6cmの人頭
髪によって，その血液型を例外なく確実に判定でき
ることが，立証されたのである。この被検試料は，
さきに述べておいたように，普通の太さの頭髪につい
ていえば，ほぼ1mg程度の微量に過ぎない。当教
室の従来の毛髪のミクロ血液型検査法においては，約
10mg(60cm)の試料が必要となるので，本篇に紹介
した超ミクロ法では，試料の所要量は一段と微量化
されたわけである。
なお，本篇の超ミクロ血液型検査法においては，何
れの血液型の試料についても，全く例外なく，その血
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たように，何れの血液型の試料についても，被
検試料の古さの如何に拘らず，常に正しい血
液型の判定が行なわれている。従って，著
第4章考
本篇の報告においては，毛髪の超ミクロ血液
型検査法が詳細に紹介されただけではなく，
方法の決定までに行なった実験の内容とこの
新法による毛髪の血液型検査の成績とが，記載
されている。この新しい方法は，当教室の井
上･安田･畑中らの血痕の超ミクロ血液型検査法
の原理および実施方法を毛髪の検査に応用し
たものであるから，これには，超ミクロ法の長
所がそのまま維持されているといえる。
ところで，毛髪の血液型検査については，従来の文
献をみると，酒井')が凝集阻止反応を利用して，人
毛髪の中に型質が明かに存在していることを，証明
したのが最初となっていて，その後かなり多くの研
究者がこれを追試し，その事実を認めている。酒
井の報告によれば，毛髪の血液型検査には，被検試料
として約1gの毛髪を必要とするとのことであるが，
城一井上ら'4)によれば,0.1gの毛髪によって，毛髪の
血液型を明かに判定できたといい，杉村一下田ら'5）
は，錯酸鉛処置を行なった結果，0.03～0.04gについ
て血液型を判定することに成功したと，いうことで
ある。なお堤4)は，加熱磨砕法と名付けている前
処置を施した毛髪について吸収試験を行なう方法に
よって，1.5～2mgの毛髪によって，その血液型を確
実に判定できたと報告している。
当教室においては，毛髪がもともと，全く水にな
じまない組織であることに着眼して，硫化ソーダによ
る試料の軟化処置を施した上，その血液型検査を試
みたところ，良好な結果が得られた。その検査に
当っては，従来の吸収法に基づく血液型検査法の手技
のそのままがすべての段階について合理化されると
ともに，ミクロ化された形で行なわれている。こ
の検査法は，毛髪の新しい血液型検査法として2)公表
されているが，約50mgの試料が必要であると，報告
されている。
この被検試料の所要量は，毛髪の血液型検査の実際
面からみれば，なおかなりに多量であるので，実用
上の意義が乏しい恨みがあると,いわなければなら
ない。そこで，当教室の荘司･竹下･井原らは，毛髪
の前処置に更に多少の工夫を加えるとともに，吸収
者法においては，被検試料の古さの如何の関係
は，殆んど全く考慮する必要がないものと，
思われる。
察
効果の判定にオベクトグラス法を応用することとし
た結果，その約殆の試料によって血液型の判定がで
きることを立証し，これを毛髪のミクロ血液型検査
法として，改めて公表した3)。といっても，この
所要量は，中位いの太さの毛髪で60cmのものに相当
しているので，法医一鑑識の実際面においては，矢張
り実用上の意義はやや乏しいと，いわなければなら
ない。
本篇の超ミクロ血液型検査法によれば，被検
毛髪の所要量は,1mg程度即ち6cm程度のも
のに過ぎない。従って，著者法によれば，毛
髪の血液型検査は，実用面においても一応満
足できるものであると，考えられる。
ところで，ここに改めて文献をみると，最
近では,Kindの解離試験法およびCoombsら
の混合凝集反応法に関する研究報告が公表さ
れ，これらを応用する新血液型検査法が提案
されるに到った。毛髪の検査についてみる
と，矢田･岡根･佐野8)，渡辺･岡田および北浜
ら9),Heiferl3)らは，解離試験法を応用し，
日本においては，村上･清水および赤石ら7)，
外国においては,Lincoln･Dodd5),Schai-
dt･Spechtl2)らは，混合凝集反応法（二重結合
反応法)を応用し，甚だ微量の毛髪の血液型の
判定を行なっており，それぞれの報告者は執
れも，自己の検査法が非常に優れた方法であ
ると，述べている。そうした関係上，これら
の新しい行き方のミクロ血液型検査法は，恰か
も，それが唯一の優れたミクロ法であるかの
ように思われているのではないかと，考えられ
る節がある。
そこで，念のためここに，優れたミクロ血
液型検査法とは，果たしてどんな条件を備え
ているものであるかとの問題について，吟味検
討をしておこうと，思う。それには，まず
第1に，被検試料の所要量が如何に微量であ
るかが，問題となってくることは当然ではあ
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るが，次いで，型の判定が如何に確実に行な
えるかが，問題となってくる。なおそれに
は，手段方法ができるだけ簡易で，特にむず
かしい手練などが全く不要のものであること
が，望ましい。
では，上に紹介した解離試験法または二重
結合反応を応用するミクロ法が，果たして発
表者がいうように，それ以外には全く求めら
れない優秀な方法であるかどうかを吟味検討
してみると，両者とも，被検試料の所要量に関
しては，従来の方法より明かに遙かに微量で
ある。従って，優れたミクロ法であることの
第1条件に関しては，これらの新しい行き方の
ミクロ血液型検査法は，従来のミクロ化された
毛髪の血液型検査法に較べ，明かに遙かに優
れていることは，確かである。ところが，本
篇に紹介した超ミクロ法の所要量も亦，非常に
僅かであり，その量は前二者とほぼ同じ程度
である。してみると，試料の所要量に関する
限り，著者法は最も優れた方法であるといわ
れている解離試験法または二重結合反応を応
用するものと大差がなく，殆んど同一のレベ
ルにあるものと，考えてよい。
次いで，第2の条件，即ち，試料の血液型の
判定を如何に確実に行なえるかとの問題点に
ついて，改めて吟味検討を試みると，解離試
験法或いは二重結合反応法においては､その
検査の実施方法カミ複雑微妙である上に，手技
の難かしい水洗操作が必要となってくる。
従って，これらの新しい方法による超ミクロ血
液型検査法は，それぞれの提案者のいうところ
によれば，正確であるということは確かであ
るとしても，技術上の難点があるのではないか
と，考えられる節がある。これに対して，本
篇に紹介した著者の超ミクロ法は，先に述べた
ように，試料中に凝集原があるかどうかを直
接に確かめていく方法であるので，その実施方
法は最も確実ですっきりした方法であると，
いうことができるだけではなく，正確度につい
ては，前二者に比較しても全く遜色がないも
のであると，いうことができる。
なお，さきに述べたように，優れたミクロ法
中
であるためには，むずかしい手練が全く不要
であることが，望ましい。本篇に紹介した
超ミクロ検査法においては，被検毛髪は，軟化
処置などの前処置が行なわれ，これに吸収操
作が施された後，その上澄に血球浮遊液を直
接に添加することによって，凝集反応の発現の
有無即ち血液型の如何が，観察されて行くの
である。従って，この超ミクロ法には，技術
上のむずかしさは殆んど全くないと，いうこ
とができる。
ところが，解離試験法または二重結合反応
法による方法においては，いずれも，高度な熟
練を要する洗篠法が必要となってくる。こ
の洗篠操作は，その実施に高度な熟練を要す
るだけではなく，常に細心の注意を払って，
行なわれなければならない。従って，これら
の新しい行き方の方法は，少くも法医･鑑識方
面の技官などにとっては，あまり適当な方法で
あるとは，いえない。すると，これらのミク
ロ法には，以外に大きな難点があるのではな
いかと，思われる。
以上に述べたところからも判かるように，本
篇に紹介した超ミクロ血液型検査法は，従来の
血液型検査法に比較して，所要量の非常に微量
なこと，方法の確実さおよび格別の熟練など
を要しない点からみて，明がに最も優れたミ
クロ法ではないかと，思われる。
以上において，著者の毛髪の超ミクロ血液型
検査法は解離試験法および二重結合反応の応
用による新しい行き方のミクロ血液型検査法に
較べて，決して遜色がなく，むしろそれらよ
り優れた点があると，考えてよいことが明か
にされたのである。著者の超ミクロ法におい
ては，被検試料である毛髪については，ミクロ
化のために格別の注意を払い，種々の前処置
を施した上，それに吸着処置を行ない，血液
型を判定する際には1血痕の超ミクロ法と同
じように，0.01％の血液浮遊液の添加が，行な
われている。こうしたやり方の毛髪の血液型
検査法は，従来は全くなかった所である。
従って，著者の方法は，全く新しい毛髪のミ
クロ血液型検査法である。
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だが，その血液型検査の原理および実施法
(操作)は，従来の既知凝集素の吸収に基づく血
液型検査法と全く同様である。従って，本
法は全く新しい超ミクロ法ではあるが，その
応用に当っては，特別の手技および新しい知
識が必要でないという長所があると，いうこ
とができる。
本篇の研究においては，血液型の判明してい
るものの毛髪を各血液型別に集めた上，これ
を試料として，著者法による血液型検査が実
施されている。その結果をみると，いずれ
の被検試料においても，全く例外なく，正しい
血液型の判定が行なわれている。
実験成績の項に記載したように，この実験において
は,A型およびB型の毛髪群については50例あて，
AB型およびO型の毛髪群については,25例あての試
料が使われている。従って，本篇に報告されてい
る著者法の応用例は，数の上では，充分とはいえない
節があるかもしれない。ただし，その実験成績に
おいては，上に述べたように，いずれの型のものにつ
いても全く例外なく，その血液型が正しく判定され
ているだけではなく，その判定は常に容易明確に行
なわれている。
してみると，著者の毛髪の超ミクロ血液型検
査法は，実用上応用価値が大きいものである
と，いうことができる。
なお，著者の超ミクロ法による毛髪の血液型
検査を実施した結果においては，血液型がO
型であるかのような成績を示した実例は，全
く存在していない。
安田･荘司･山田2)は，当教室の毛髪の血液型に関す
る研究の第1報において，被検試料の8割のものにつ
いては，その血液型を常に正しく判定できたが，残
りの2割のものは,O型のものであるかのような実験
成績を示していることを，報告している。ところ
が，第2報の荘司･竹下･井原の研究3)においては，被
検試料の8割のものについては，第1報のものと同じ
ように，血液型を常に正しく判定できたが，残りの
2割の被検試料は,O型のものであるかのような実験
成績もしくはAB型のものであるかのような実験成績
を示したと，報告されている。
以上に紹介したように，従来の教室の毛髪のミクロ
血液型検査法によっては，被検試料の中の2割のもの
は正しい血液型の判定が不能であると，いわなけれ
ばならないことになるが，こうした例外の出現するこ
とについては，その出現頻度からみて，それは恐ら
く，排出型･非排出型の別と関連があるのではなかろ
うかとの見解を，著者らは述べている。
ところが，上記したように，本篇の超ミクロ
検査法によれば，被検試料の全部のものについ
て，その型を正しく判定することができるの
で,O型もしくはAB型であるかのような判定
成績を示すケースは，全く生じない。する
と，著者法とミクロ法との間にこうした違い
を生ずるのは，何故であるかとの疑問が浮ん
でくる。
この疑問を明快に解決することは非常に困
難ではあるが，その主要な原因は，なんといっ
ても，血液型の判定に超ミクロ法が使われて
いるかどうかの点にあると，いわなければなら
ない。というのは，超ミクロ法の場合におい
ては，使用される抗血清および血球の浮遊液
が，それぞれが見合う形に高度に薄められて
いるので，凝集反応の発現は非常に確実とな
ってくるだけではなく，非特異性の凝集反応の
遇発する余地が殆んど全くなくなってしまう
と，思われるからである。このように考え
てみると，ミクロ法の場合の実験成績において
は,O型であるかもしくはAB型であるかのよ
うな検査成績を示す例が少数ながら発現して
くる理由は，排出型･非排出型の別とは特に密
接な因果関係があるとはいい難いものではな
いかと，思われてくる。
註:…･…･…．この推定は，さきに報告しておいた毛
髪のミクロ血液型検査法に関する研究報告に述べられ
ている推論とは明かに矛盾するところである。従
って，この点の吟味に関しては，従来の当教室の研究
報告に述べた推論の一部を，ここに謹んで訂正して
おく次第である。
以上において，著者の毛髪の超ミクロ血液型
検査法に関する吟味，特に，その方法の持って
いる長所および他の方法との比較に関する吟
味を，終了した。
なお，従来の毛髪の血液型検査法に関する文
献をみると，検査の実施に当ってはまず最初
に，被検試料即ち毛髪を機械的に破壊してい
るものが少なくはなく，或ものはハンマーに
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よる破壊，或ものは高圧圧挫もしくは超音波
による組織の破壊を応用し，その処置が毛髪
の血液型判定上の最大要点であると，述べてい
る。
既に述べたように，著者の経験および実験
によると，毛髪はもともと,全く水になじま
ない試料であって，如何に圧挫または破壊す
るとしても，その組織内に血清を充分に浸透
総
本篇の報告においては，毛髪の超ミクロ血液
型検査法について，その原理および実施方法
が審わしく紹介されるとともに，その方法の
決定までに行なった予備実験およびその実験
成績が記載された上，著者法による血液型検
査の実施成績が，添えられている。
著者の毛髪の超ミクロ血液型検査法は，被検
試料を加温処理した上，1％硫化ソーダによる
軟化処理を施し，これにさきに報告されてい
る井上･安田･畑中の血痕の超ミクロ血液型検査
の場合と同一の手技および手順によって，そ
の血液型検査を実施するものである。
この検査法は，内容上当教室から報告された毛髪
のミクロ血液型検査法の実施方法を更に一段とミク
ロ化したものであるとも，いえるけれども，その実際
においては，毛髪の前処置および被検試料の吸着操
作などについて，それぞれ多少の工夫が試みられて
いる。
念のために，この新しい毛髪の血液型検査法
について，その長所，所要量の如何および従
来のミクロ法を著者が改変した点などを列挙
するとともに，方法の決定までに行なった予備
実験の成績および超ミクロ法の応用成績の中
から，ここに主要なものを紹介すると，次の
ようである。
1．本篇に紹介された毛髪の超ミクロ血液型
検査法は，その型の判定に当って，水洗などの
操作の特にむずかしい処置を全く必要としな
いだけではなく，その検査の全過程が簡易で
あって，しかも，その判定結果は，甚だ確実で
ある。
2．著者法に必要となる毛髪の量即ち所要
中
させることは，期待し難いものである。こう
した点からみると，既に反覆して述べたよう
に，当教室におけるミクロ検査法および著者
の報告した超ミクロ検査法で軟化処置を行な
っていることは，注目に値する所である。と
いうのは，軟化圧挫された毛髪の組織は，かな
り容易に血清を吸収するようになっているか
ら，である。
括
量は，約1mgであるので，太さが中位いの毛
髪であれば，本法では6cm程度の毛髪が必要
となってくる。
この所要量は，解離試験法および二重結合反応に
よる血液型検査法の場合の所要量とほぼ同一程度で
あると，認められる。なお，上記した超ミクロ法の
所要量は，当教室のミクロ血液型検査法の場合に較べ
ると，そのほぼ％0に相当している。
3．超ミクロ法においては,O型或いはAB
型であるかのような判定成績が現われること
は，全く認められない。このことは，著者
法の長所であるとも，いえよう。
4．本篇の研究においては,A型およびB型
の被検試料の各50例,O型およびAB型のもの
については各25例の毛髪を被検試料として行
なった血液型検査の実験例の成績が，記載され
ている。
その結果によると，この超ミクロ血液型検査
法によれば，すべてのものが全く例外なく，
その血液型を正しく判定されている。
5．上記した被検試料の中には，採取後10年
以上を経過した古い毛髪が，ほぼ％ほどに混
じっている。してみると，著者の方法によれ
ば，相当に古い毛髪の場合にも，血液型を正
確に判定できるものと，思われる。
6．なお，著者法の決定までに行なった予備
実験の結果によると，本法には被検試料を予
め加温しておく処置が必要であり，その加温
処置は,70｡C2時間であることが最も妥当で
あると，考えられた。
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